
 
 
 
 
 

 
＜ 人権教育月間に併せて… ＞［ ６／５・２６ 校長講話より ］ 

 今月は５日（水）と２６日（水）に校長講話がありました。

５日には、読み聞かせをしていただいた『となりのたぬき』と

いう絵本に登場したタヌキとウサギについて、“それぞれとっ

た行動をどう思いましたか!?”“自分がタヌキだったら・ウサ

ギだったら…どうしてますか!?”という問いに生徒がカード

に記載で回答した内容を考察されて話しました。『周りとどの

ようにつきあえれば、よりよく生きていけるか』『相手の立場

に立ち、物事をどう考えていくか!?』絵本ではあるが奥深い内

容を生徒たちは、しっかり読み取り考えていました。途中から「月」という仲介・相談者が登場

したことから、『悩んだら、困ったら相談する。』ということが大切ということを呼びかけまし

た。２６日は、生徒会が中心となって行うすずらんプランの柱

の一つ人権生徒集会の取り組みについての講評を講話に置き

換えお話しされました。たくさんの生徒が、学年が“私たちが

目指す学校”“今、私たちがすべきこと” ということに対し

真剣に意見を述べてくれた生徒に感謝の意を述べられていま

した。そして、 ①言葉づかい ②相談する と２つのことを今

から実行することを全校で確認しました。 

 

＜自分たちの手で…＞［ ６／３～２８ 春の人権教育月間 ］ 
生徒力を活かすすずらんプランは、本校の３つの重点活動の

１つであります。生徒会の自治活動・生徒による手作りの人権

集会をとおして、仲間や地域で役に立っている自分を自覚し、

生徒自身がいじめのない安心で居心地のよい学校づくりを目指

す活動です。畠山生徒会長の話から主な活動をお伝えします。 

『６月は前期人権教育月間です。今日から３回にわたり、人権

生徒集会を行っていきます。この生徒集会では、信更中人権宣

言を自分がどれだけ意識して生活しているかを振り返り、今の

信更中でのいじめ問題について考え、いじめをしない・許さない態度や、本当の仲間づくりをして

いこうという意識を高めることを目標にしています。信更中人権宣言は、今から１０年前に作られ

ました。その時に、信更中学校にはいじめで苦しんでいる人がいるということを全校生徒が知り、

いじめをなくす学校を創りあげるために作られました。そして、いじめをなくすためには、勇気が

必要だということがわかりました。いじめをしてしまっている人には、いじめをやめる勇気、周り

で見ている人は止める勇気がなければ、いじめはなくならないのです。』今の信更中では、信更中

学校人権宣言が守られているでしょうか。一人ひとりがいじめについて真剣に考え、いじめをなく

そうと意識して行動しているでしょうか。無意識に人を傷つけるようなことを言ったり、傷つくよ

うな冷たい態度をとったりしている場面があるかもしれませ

ん。もしかしたら、わざと人を傷つけている人もいるかもしれ

ません。さらに、そうした状況を知りながら、周りで見て見ぬふ

りをしている人もいるのではないかと思います。 

 この人権集会を、今までの自分の言動を見つめ直すきっかけ

にして、お互いに本音で話し合い、お互いを認め合える学級や

学校づくりに全校で取り組んでいきましょう。 
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＜光り輝くために①＞［ 6／7 壮行会  長水大会 6／8・9 東北信大会 6／22・23 ］ 

長水大会に参加するバドミントン部の健闘を祈り、壮行会を実施

しました。応援する人数は少ないものの、１人ひとりからの精一

杯のエールが体育館いっぱいに響きました。 -大会結果です- 
◇長水大会［信州新町体育館］ 

 男子団体リーグ戦（ 更北× 北部× 篠ノ井西○ ）３位 

 男子シングルス北澤（３年）   ３位 東北信大会出場 

 男子ダブルス大矢・中澤組（３年）４位 東北信大会出場 

   〃   徳武・西村組（２年）決勝トーナメント出場 

 女子シングルス今野（２年）  １６位 東北信大会出場 

◇東北信大会［南長野運動公園体育館］ 

男子団体リーグ戦［ 更北× 常盤○ 小布施× ］３位 

〃 トーナメント１－②北部 １回戦敗退 

男子シングルス北澤（３年）   ５位 県大会出場 

女子シングルス今野（２年）  １６位 東北信大会出場 

 

＜光り輝くために②＞［ ６／２５ 赤ちゃんだっこ・２学年 ］ 

「赤ちゃんのふれあいやお母さんたちから子育ての苦労や喜び

の話を聞くことをとおして、命の尊さや親への感謝の気持ちを醸

成し、自尊感情を高める。また、子どもが自立していくためには、

家族の役割が大切なことに気づく機会とする」と、家庭科の授業

の一環で「赤ちゃんだっこ」の体験学習を行いました。 

体験した生徒から“それぞれの名前は周りの人たちが本当に真剣

に考えたものなのだと改めて感じました。自分たちの名前の良さ

・大切さを実感しました”という感想が聞かれました。 

 
＜ 久しぶりの再会に ＞［ ６／１３ 第１回小中連絡会・１学年 ］ 

１３日（木）に第１回の小中連絡会が実施されました。当日は小

六時にお世話になった担任の先生が出席できず、信更小は千葉節

子校長先生が、信州新町小は保健室の堀有希先生がお見えになり

ました。小学校を卒業して３ヶ月程ですが、理科の授業において積

極的に発言したり、仲間と協力したりしている姿に、すっかり中学

生らしくなったと、とても安心しその成長の様子をお土産に小学

校へ戻られました。 

 
＜ 保護者・地域の皆様へ ＞ 

 ◇前回の学校通信でもご連絡したとおり、教職員の信用失墜 

行為防止のため、本校においても定期的・継続的に研修を実施

しております。６／２６の校長講話で、将来を担う子どもたち

を育てていく責任ある立場の仕事に就く者として、『体罰は絶

対しません』と畑中校長より生徒たちに宣言いたしました。参

観日には保護者の皆様にも宣言いたしました。より一層精進し

ていくとともに、非違行為防止に向け自校の校内ルールづくり

の検討中です。制定して、皆様にも配信してまいります。 

◇２年後の教育課程の変遷を見据えて、本校でもより学習効果

の充実を図り、５教科では複数の職員による指導、保健体育や

音楽の授業においては、連学年・全学年における授業に取り組

んでいます。体育では正式な人数でのゲームが成立し、音楽で

は大勢の人数による合唱等、今までにない新鮮な気持ちで取り

組んでいる様子が窺えます。     【文責：教頭】 


